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大 気エ ア ロ ゾル中の陰 ・ 陽 イオ ン の イオン クロ マ トグラ フ ィ
ー

に よる定量

村野健 太郎  
，　 水落元之 ， 鵜 野伊津 志 ，　 福 山　力 ，　 若松伸司

＊

（1983 年 6 月 且3 日 受 理 ）

　 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン 源 紙 を 装 着 し た 連 続 サ ン プ ラ
ー

で 関 東 地 方 上 空 の 大 気粒子状物質 を 捕 集

し ， 水 溶 性 成 分 を 抽 出 し，イ オ ン ク 卩 マ ト グ ラ フ ィ
ーで 分析 し た ．上 空 に は 主 に 塩 化 物 イ ォ ソ

， 硝酸 イ

ォ ン ，硫酸 イ ォ ン ，ア ン モ ニ ゥ ム ィ オ ン が 存在 し ，
5 分間 の 短 時 間 サ ン プ リ ン グ で 分 析可能 な た め ，地

域的 な 汚染 が 明 ら か に な り ， 光化学 ス モ ッ グ発生 の 他 の パ ラ メ ータ ー，オ ゾ ン と の 相 関 が 議論 で き た ．

硝酸 イ t ン ， 硫酸 イ オ ン は 光化学反応 に よ っ て 生成す る が ， 硫酸 イ オ ン は オ ゾ ン と正 の 相 関 が あ り ， ア

ン モ ニ ゥ ム イ オ ン も 硫酸 イ オ ソ の 対 イ オ ン と な る た め ，オ ゾ ン と正 の 相 関 が あ っ た ． イ オ ン バ ラ ン ス の

測定 に よ り ， 硫酸 イ オ ン が 硫 酸 ア ソ モ ； ウ ム の 形 で 存在 す る こ と が 明 ら か と な っ た．

1 緒 言

　 1975 年， Small らに よ っ て 発表さ れ て 以来1）， イ オ

ソ ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー

（IC）は ，陰 ・陽 イ オ ン の 分 析を

簡便 に し ， 大気 エ ア ロ ゾ ル 中の陰 イ オ ソ の 定量 に 使 用 さ

れ て きた
2）．

　光化学 ス モ
ッ グ発生時 に は，大気 中 に 反 応活性 の 高い

ガ ス が生成す る と と もに 反 応に よ り 硝酸や 硫酸が 生成

し ， 粒子状物 質 （エ ア ロ ゾ ル ）化す る た め
，

フ ィ
ール ド

調査 で ， 硝酸イ オ ン ，硫酸イ オ ソ 濃度 が測定 され て き

た
3）． 関東地 方は 光化学 ス モ

ッ グ の 頻 発地帯 で あ る た

め ， 著者 ら は 且978 年 よ り，小型 航空機 に よ り上 空 の 汚

染物質分 布を 求 め ， 風系 と の 関連に よ り光化学 ス モ
ッ グ

の 生成条件を 探 る 調査を 行 っ て きた
4）．

　サ ン プ ル 捕 集 に 連続 サ ソ プ ラ
ーを ， 水溶性 の 陰 ・陽イ

オ ン 分 析 に IC を使用 す る こ とに よ り ， 関東地方 上 空

で ， 5分間 の サ ン プ リ ン グ 時間 で ， 大気 エ ア P ゾル 中 の

水溶 性 の 陰
・
陽 イ オ ソ を定量 し た．又 ，1982 年 7 月 22

日 ，
23 日に 実施 した 上 空調査 の 測定結果 に つ い て 報告

す る．

2　実 験

2。1　調査 法並び に サ ン プ リ ン グ法

調査 は 工982 年 7 月 22 日，2S 日 に 行 っ た が ， 使用 し た

＊
環 境 庁 国 立 公 害 研 究 所 大 気 環 境 部 ： 茨 城 県 筑 波 郡 谷

　 田 部 町 小 野 川 16−・2

小型航空機 は マ リ
ー

ン IV で ，巡行速度 は 約 400　krn／h

で あ っ た ．エ ア 卩 ゾ ル の 捕集 は ，航 空機 の 側面 に 金属製

の パ イ プ を 取 り付け，内部に テ フ 卩 ン チ ューブ （内径 13

mm ）を差 し 込 み ，動 圧 に よ り空気を導入 し，　 Fig ．】 に

示 した 連続 サ ン プ ラ
ー

に よ り行 っ た ．サ ン ブ ラ
ー

は P 一

ル 状 （幅 100   1，長 さ 10m ）の ポ リ テ ト ラ フ ノけ 卩 エ

チ レ ン （PTFE ）泝紙 （住友電 T ．mu，　 AF 　O7　P＞を 2 本

Air　intake
PTFE 　 filter

PTFE 　filter

Mass 　fl¢ w 　

Fig， 1Schematic 　diagram　of 　the 　 sequential

sampler
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難 し て い る．エ ア ロ ゾ ノレの 髞 耐 80   φ で あ り，

サ ン プ リ ン グ 時間 （5 分間） が 終わ る と，捕集面 が他 の

部 分 に 付着 し な い よ うに ， ロ
ール 状炉紙を 上 面 に 覆 い 自

動的 に 巻 き取 られ る．

　吸 引流 量 は ，吸引ポ ン プ の 後方 を 分岐 して マ ス フ ロ
ー

メ ー
タ
ー

（Hastings社製） で 測定 し，磁 気 テ
ープ に デ

ー
タ を 取 り込 み ，出 力 か ら計算 し た ．流 曷較 正 は オ リ フ

ィ ス キ ャ リ ブ レ
ー

タ
ーと ル ーツ メ ータ

ー
を使用 して 行 っ

た ．調査時 の 吸 引流量 は約 4001 ／min で あ っ た ．

　 オ ゾ ン 濃度 は 応答 の 速 い 化学 発光式 の オ ゾ ソ 計に よ り

測 定 し た ．関東 地 方全体 の 風系 を 測 定 す る 必 要 か ら，パ

イ ロ
ッ トパ ル ー ン に よ り，23 地点 で 上空 の 風向 ， 風速 の

観 測 を 行 っ た ．

Table 　 lNitrate ，　 sulfate ，　 and 　ammonlum 　 lon

concentration 　 of 　 RUN 　 14

　2・ 2　抽出法

飛行終了後 直ち に PTFE 臨 の 捕穎 を約 90   φ

の 大 き さ に 切 り抜 き．共 栓 三 角 フ ラ ス コ （50ml ）に 入 れ，

脱 イ オ ソ
ー蒸留水 8m1 を加 え ，振 と う器 （ヤ

rt
ト科学 製

MODEL 　 SA −31） に ょ ij　，水溶性 成分 を 30 分間抽出

し た ．抽出後，炉紙を 取 り出 し再抽出 して 抽出率 を求 め

る と 98 ％ 以上 で あっ た．抽出し た 水溶性 成分 は ，
1週

間 は 濃 度変動が な い た め 1週 間以内 に 分析 した ．
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Table 　 2Nitrate ，　 sulfate ，　 and 　 ammonium 　 ion
concentration 　 of 　RUN 　 23

　 2・3　分析法

　2。3・1　試薬　 溶離液 ， 標準溶液調製 の た め の 試薬 は

す べ て 国産特級 を 使用 し た ．

　 2・3・ 2　イ オ ン ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー　 イ オ ン ク ロ マ ト

グ ラ フ は ，Dionex 社 製，　 MODEL10 を 2 台 （陰 イ ナ ソ

分 析用 ，陽 イ オ ン 分析用）使用 し た ．

　陰イ オ ン 分 析 は フ ァ
ーx ト ラ ン プ レ ヵ ラ ム 4mmx50

  ， フ ァ
ー

ス ト ラ 竕 蜘 ラ ム 4mmx250   ，除去

カ ラ ム 6　rnm 　×　60 　mm ，灘 液 2mM 賜 ナ ト 1 ウ ム ／

3mM 炭酸水 素 ナ ト リ ゥ ム ．溶 離液流量 3．07　ml ！min で

行 っ た ．

　陽 イ オ ン 分析 は プ レ カ ラ ム 4mm 　x 　50　rnm ，分離 カ ラ

ム 4mm 　x 　200　mm ，除去 カ ラ ム 6mm × 60　mm
， 溶離 液

5mM 硝酸溶 離液流量 1　．92　ml ／min で 行 っ た．

　 な お ル ープ 容積 は 両 イ オ ン 分析 と も IOO　pl で あ る．

　2 ・3・3　定量　　5ml デ ィ ス ポ ーザ ブ ル シ リ ソ ジ に 抽

出液 を 入 れ，PTFE メ ン ブ ラ ン 炉紙 （マ イ レ ク ス
ーSR ，

Minipore 社製） で ， 粒子状物質を 除去 し，（1〜2）ml

を 陰 イ オ ン 分 析用 IC 及 び陽イ オ ソ 分析用 IC に そ れぞ

れ注入 し て 測定 し た ．定量値 は ク 卩 マ トパ
ッ

ク CR −lA

（島津製作所製） に よ り ピ ー
ク 面積 を 求め ，2 点検 量線

法 に よ り算 出 し た結果 を Table 　 l 及び Table 　 2 に 示

す ，又，検 出限界 は 0・2鴎 ／m3 で あ っ た ．

Sampling
　 time

　 　 　 ConcentratiDn （F9 ／皿
3）
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3 結果及 び考察

　3 ・ 1 サ ン プ ラーの 製作

　地 域的な 汚染分 布を上空 で 調 べ る場 合 に は ，航空機の

移動距離 が 大 き い の で
，

サ ソ プ リ ン グ 時間 が 短 い こ とが

必 要 で あ る ．こ の た め ，分析 目的成分 の バ
ッ

ク グ ラ ゥ ン

ド値が低 い 炉紙 を 用 い ，吸引流量 が 大 きい ボ ン プ を 使用

す る こ と，サ ソ プ リ γ グ 装置 が 自動化 され て い る こ とが
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望 ま しい ．塩 化物イ オ ソ ，硝酸 イ オ ン ，硫 酸 イ オ ン ，ア

ソ モ ＝ ウ ム イ オ ン の 含有量 の 少な い PTFE 炉紙 とハ イ

ボ リ ＝
一

ム サ ン プ ラ
ー
用 の 吸 引ポ ン プ を 用 い ，自動的 に

連続 サ ン プ リ ン グ を 行 うサ ン プ ラ
ー

を製作 し ， 5 分間 の

サ ン プ リ ン グ で 上空 の 陰 ・陽 イ オ ン を 測定 し た ．こ れ ま

で の 測 定例 は サ ン プ リ ン グ 時間 が 長 く， 短 い もの で 7 分

間 で あ る が ，
Husar ら 5） は粒子 状 の 硫黄 の 高度分布を求

め ，発生源 か ら煙 が 移流 L て い くに つ れ て ，粒子状 の 硫

黄 の 量 が多 くな る こ とを示 し て い る が，オ ゾ ン との 相関

を 求め て は い な い し，エ ア ロ ゾ ル 中 の 硝 酸 イ オ ン の 測定

も行 っ て い な い 、サ ソ プ リ ン グ に航空機を使用す る とい

う性格 上，サ ン プ リ ソ グ チ ュ
ーブ が長 くな る こ と　（約 3

m ） は 避 け難 く， 慣性衝突 に よ る 大粒子 の 損 失が無視 で

きな くな る ．特 に 塩 化 ナ ト リ ウ ム は 大 粒 子 と し て存在 す

る た め ，塩化物 イ オ ソ を 定量す る場 合 は 問題 で あ るが ，

こ こ で は ナ ト リ ウ ム イ オ ン を 定 量 し な い た め ，イ オ ソ パ

ラ ソ ス を 求め る うえ で は 問題 とな らな い ．地上 で も硝酸

イ オ ン ，硫酸 イ オ ソ ，ア ン モ ニ ウ ム イ オ ン は 小粒子側 に

存在 し6 ＞，上 空 の エ ア 卩 ゾ ル は ，光化 学反応 生成物 で あ

る た め微小粒子 が 多 く，損 失 は無視 で ぎ る．
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Fig．2　RepresentatEve 　ion　 chromatogram 　of 　 water

　　　　 soluble 　anions 　 and 　cations 　in　ambient

　 　 　 　 aero 呂01

　3・2　地 域分布

　調査 で 捕集 した エ ア ロ ゾ ル 中 の 水溶性 成分 の 陰 イ オ

ン ，腸 イ オ ン ク 卩 マ ト グ ラ ム の
一

例 を Fig ，2 に 示 した ．

陰 イ オ ン と し て検出 さ れ る もの は 塩化物 イ オ ン ，硝酸 イ

オ ン ， 硫酸 イ オ ン が 主 で ，亜 硝酸 イ オ ン ，亜硫酸 イ オ

ン
， 臭化物イ オ ン な どは 検 出 さ れ な い ．フ

ッ 化 物イ オ ソ

は 場 合 に よ り検 出 され る が ，上 空 で の 存在 理 由が な い こ

と ， 他 の 弱酸が 同じ時悶に ピーク を持 つ 可能性が ある の

で 定量 し て い な い ．陽 イ オ ン と して は ア ン モ ニ ウ ム イ オ

ン の み を定量 し た．

　 ス モ
ッ グ チ a・ソ バ ー

実験な ど で 明 らか に され て い る よ

うに ，二 酸 化窒素 が光化学反応 で 分解す る と大気中 に オ

ゾ ン が生成す る が ，同時 に 反 応性 の 高 い 炭化 水素 の 存在

に よ り ， 反応 活性 の 高 い ， OH ラ ジ ヵ ル
，
　 HO2 ラ ジ ヵ

ル な どが 生成す る ． こ れ らの ラ ジ カ ル に よ る 硝酸 ガ ス

（HNO3 ）， 硫酸 （H2SO ，）生成反応 は 以下 の と お りで あ

る
7 ）．

OH 十 NOz → HONO2

NO2 十 〇 3
−
→ NO3 十 〇

2

NO2 十 NO3 ≒N205

H20 十 N205 → 2HNOs

OH 十 SO2 → HOSO
，
一一一

テH2SO4

HO2 十 SO2 → SOs 十 〇H

SOa 十 H20 → H2SO4

　 こ れ らの 反応生成物 の うち H2SO4 は そ の ま ま で エ ア

P ゾ ル と して 存在す る が ， HNOs は 蒸気圧 が 高 くガ ス

と し て 存在 し，酸 で あ る た め 大気中 の 他 の 化合物と 以 ド

に 示 す よ うな中和 反応 を 行 い エ ア P ゾ ル 化す る．

HNOs 十 NaCl → NaNO3 十 HCI

HNOs 十 NHs → NH4NOs

　 H2SO4 もエ ア 卩 ゾ ル の ま ま 以下 に 示す よ うな 中和反

応 を 行 う．

H2SO4 十 NaC1 → NaHSO4 十 HCl −一一→ Na2SO4

H2SO
，十 NH ，

．
→ NH4HSO4 −・一一→（NH4 ）2SO4

　 こ の よ うな 過程で 大気中 に 硝酸 イ オ ン，硫 酸 イ オ ン が

エ ア ロ ゾ ル と して 存在す る よ うに な る．

　 7 月 22 日 が調査第 1 日 で あ る の で ，こ の 日の 4 回

の フ ラ イ トを 順 番に ， RUN 　 l1
，
　 RUN 　 12，　 RUN 　 13，

RUN 　 14 と し， 7 月 23 日は 第 2 日 で あ る の で ， 各 フ ラ

イ トを RUN 　 21，　 RUN 　 22，　 RUN 　 23，　 RUN 　 24 と し

た．こ れ らの フ ラ イ トの うち 興 味あ る 2 フ ラ イ ト に つ い

て 報告す る ．

　 フ ラ イ ト （RUN 　14 ： 17：00−一・18：40，　 RUN 　23 ： 13：00

〜14：佃 ） の コ
ー

ス と オ ゾ ン ，硝酸 イ オ ン ，硫 酸 イ ォ ン ，

ア ン モ ニウ ム イ オ ン 濃度 の 変化 を Fig ．3〜Fig ，6 に 示

し た ．サ ン プ リ ン グ 時間 が 短 い た め ，オ ゾ ン と 他 の イ オ

N 工工
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−
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： 03 ，0 ；NH4 ‘，● ： SO42   ■ ：NO ゴ

ン との 相関 が 議論 で きる よ うな 測定結果 が 得 られ て い

る ．

　全体的 に 見て 硝 酸 イ オ ン 濃度は 低 くて 変化 に 乏 し く．

硫酸 イ オ ン 濃度 は 高 くて 変化 に 富ん で い る．

　RUN 　14 ｛飛行 高度 は 18：25〜18：40 の み 1000　m ， 外

は （450 〜700）皿 ｝ に お い て は ， 4　pg ／rnS 以上 の 硫酸 イ

オ ソ の 高濃度 は ， 17 ：10，亘7 ：30，且7 ：45，1B：OO，18 ：27

の 地点 ， す な わ ち 相 模湾 の 西側と ， 東京都 と埼玉 県 の 境界

に 観測 さ れ，低濃 度 ｛（2〜3）F9 ／m3 ｝は 17 ：20，17：40，

18；10，18：40 の 地点，す な わ ち 三 浦半 島 と そ の 西側海

上 に 出現 し た ． 7 月 22 日 は，12：00 ま で 北 な い し北東

の 風 が 吹き，午後 に な り南風 （相模湾海風）が吹 い て い

る の で，午前中相模湾一ヒに 運 ば れ た 汚染物が ，午後光 化

学反応 を 起 こ し な が ら南風 で 東京都 と埼玉 県 の 箋界 ま で
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運 ば れ ・一
部が相模湾 の 西 側 に 残 り汚 染物濃度 が 高 く，

三 浦半 島 とそ の 西側海上 は 海上 の 清浄 な大 気 に よ り汚染

物濃度が 低 くな っ た ．こ の よ うな 風系変化 は 1980 年 の

観測 で も 出現 し た S）．

　オ ゾ ン と硫酸イ オ ン の ピ ー
ク は 全体的に 見て ，ほ ぼ 同

時刻 に 出現 し，正 の 相関が あ る ．イ オ ン バ ラ ン ス の 項 で

述べ る よ うに ア ン モ ニ ウ ム ィ オ ン も硫 酸 イ オ ン と正 の 相

関 を 示 して い る，硝酸 イ ォ ン は 17 ：55 と 18：25 に 高濃

度を示すが ，内陸側 で あ り，オ ゾ ン と の 相関 は な い ．塩

化物 イ オ ソ は Fig ．4，　Fig ．6 に は 示 さ な か っ た が濃度
は 低 く特徴的な変化 は 示 さ な い ．

　
RUN

　23 ｛飛行高度 は 14：00〜14：10 の み 1000m
， 外

は （450〜700）m ｝ に お い て は フ ラ イ ト コ ース 全体に お

い て 硫酸 イ オ ン の 濃度 が高 く，
13：10 と 14：00 の 2 地点

に お い て 濃度が低 か っ た ． 7 月 23 日 は
一

日中，南 か ら

の 海 風 が 吹 い て い た た め ，汚染物濃度は 内陸部 で 高 く，
海か らの 清浄な 大気 に よ り，神奈川県 に お い て は 汚染物

濃 度 が 低 か っ た ． オ ゾ ン ，硝酸 イ オ ン ，硫酸イ オ ン ，
ア ン モ ニ ウ ム イ オ ン 間 の 相関 は RUN 　 I4 と 同様で あ っ

た．

　 3・3 　イ オ ン バ ラ ン ス

　上空で の エ ア 卩 ゾ ル 中 の 化 合物 を 推定 す る た め に，
RUN 　14 と RUN 　23 に お い て ，陰 ・陽イ オ ン の イ オ ン

パ ラ ン ス を 計算 し た．陰 イ オ ン は ， 塩化 物イ オ ン ， 硝酸 イ

オ ン ，硫酸 イ オ ン で ほ ぼ全部で あ り， 陽 イ オ ン と して は ，

ア ン モ ； 一ウ ム イ オ ン の 外 に 水素 イ オ ン ，ナ ト リ ウ ム イ オ

ソ が 存在す る 可能性 が ある が ， 塩化 ア ソ モ ニウ ム ，硝酸 ア

ン モ ニ ウ ム ，硫酸 ア ン モ ニ ウ ム の 存在 を 仮定 し，［C 卜 ］

＋ ［NO3
−
］＋ 2x ［SO42−］＝［X

−
］　と して 　［NH4 ・

］ との

関係を求 め る と，Fig ．7，　 Fig．8 の よ うに な り，イ オ ン

バ ラ ン ス は RUN 　23 で は か な り よ く合 う （相関係数 ，
0 ・881・［NH ・

＋

］− 1・05 ［X −
］− 0．008）．　 RUN 夏4 は 硝酸

イ オ ン が 高濃 度 で ある ll
，

置7 が か な り外 れ る た め こ の 2

点 を除 く と． 相関係数 O ．849 ， ［NH4 ・

］＝Ll4 ［X
−
］＋

0・002 と な る・　ll
， 17 の サ ン プ リ ン グ の み　［C1−］十

［NO3 ’
］＋ ［SO42−］ を計算する と ［NH4 ・

］ を 丿 軸 と し

た 場 合傾 きが 1 に な り，硫酸 水 素 ア ソ モ ニ ウ ム と し て の

存在 が 妥当 で あ る． こ れ ら の こ と か ら，上 空 で は 主 に 硫

酸 ア ン モ ニ ウ ム と し て ，硫酸イ オ ン は 存在 して い る と考

え ら れ る．こ の 結果は 他 の 地上 の 測定結果 で も示 さ れ て

い る
6）11 ）．

　しか し，短時間の 捕集 で は ある が ，炉紙上 に お け る反

応 や揮散 の 問題 が あ る ．塩 化 ア ソ モ ニ ウ ム ．硝酸 ア ン モ

ニ ウ ム は 揮発性 が 高 く，サ ン プ リ ン グ の 途中 で 揮散す る
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た め 低 く見積も っ て い る 可 能性 が あ る ．又 ，炉紙 上 に 硫

酸粒子が存在 して い る と きに ア ン モ ニ ア が 通過す る と，

反応 し て ，硫酸 水素 ア ン モ ニ ウ ム ，硫酸 ア ン モ ニ ウ 1、 と

し て ア ソ モ ニア が エ ア ロ ゾ ル 化 す る．こ れ ら の 問題 を 解

決 した 測定法 で 上空調査 に 使用 で き る も の の 開発が 必 要

で あ ろ う．

・1， 結 語

　 P 一
ル 状 の PTFE 炉紙 を装着 し た連続 サ ソ プ ラ ー

に

よ り，大気 エ ア 卩 ゾ ル を 5 分 間ずつ 捕集 し，水溶性成分

を抽 出 し．IC で 分析す る こ とに よ り時問 分 解能の 高い

汚染物濃度 の 測定 が 関東地 方 上 空 で 行 え た． こ の 方法 に
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よ る と，硝酸イ オ ソ ，硫酸イ オ ソ ，ア ソ モ ニ ウ ム イ オ ソ

の よ うな 水 溶性 イ オ ソ の 地域分布が得 られ．汚染状況 を

把握で き風系 との 関連に よ り，光化学 ス モ
ッ

グ 発生 の 条

件を 決 め られ る．又 ，硫 酸 イ オ ソ ，ア ソ モ ・＝ ： ウ ム イ オ ソ

に 関 L て は光化学 ス モ
ッ グ発生の 他 の パ ラ メ ータ

ー
で あ

る オ ゾ ソ と の 正 の 相関が あ っ た．イ t ソ パ ラ ン ス を 測定

す る こ とに よ り，硫酸 イ オ ソ は L空 で は ．硫酸 ア ン モ ＝

ウ ム と し て 存在 す る こ と が 明 らか とな っ た ．
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　To 　obtain 　horizontal　distribution　ef 　photochemically

9。n ・・at ・di ・ n ・ in ・ e ・… 1 ・b… K ・ nt 。 ・・e … nd 　
t°

invest量gate　the 　effect 　of 　the 　wind 　pro且le　conditions 　
on

ph ・ t・ ch ・mical ・m ・ 99 ・ n ・・ati ・ n ・ we 　c ・ ndu ・セ・
d
　ph ° t°ロ

chemical 　smog 　survey 　above 　Kanto 　area 　by 　uslng 　a　smalI

aircraft ．　 The 　wind 　profiles　 of 　 Kanto 　area 　were
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　．
obtained 　by　pilot　ballon　measurement 　at 　23　posltlons．

Ambient　 aerosol 　above 　Kanto 　area 　were 　collected 　 by

th 。 ・equ ・nti・1 ・・ mpl ・・ equipP ・d　with 　p ・1yt・t・afl … °
−

ethylene 　 filter，
　 then 　the　water 　 soluble　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　components

were
　extracted 　 and 　 analysed 　by 　ion　chromatography ．

There　are 　mainly 　chloride ，皿 trate，　 sulfate ，　 and 　 am −

monium 　ion　above 　Kanto 　area ．　 The 　hDrizontal　distri．

butio【l　of 　water 　soluble 　ions　were 　 obtained 　 and 　 the

correlation
　between　them 　and 　the 　other 　photochemical

smo99eneration 　 parameter 　6・9 ・ozone 　
concent 「atlons

wa8 　 discussed，　 because　it三s　capable 　of 　analysing 　the

water 　soluble 　ions　as 　s皿 all　 as 且ve 　 min 　 sampling 　 of

aerosol 　 with 　the 　 method 　mentioned 　above ．　 There 　is

P・・itive　 c・ rr・1・t量・n 　 b ・tw   n … ne 　 and ・・ lf・t・ 1° n
・

both 　of 　which 　are 　generated　by　photochemical　reactlon ，

and 　ammonium 　ion　is　also 　correlated 　well 　with 　sulfate

ion，　There 　is　 no 　 correlation 　between 　ozone 　and 　nitrate

ion．　 Measuremen 亡 of 　ion　balance　indicate　that 　sulfate

ion　 exist 　 as　 ammonium 　 su 且fate　 above 　 Kanto 　 area ・

In　one 　fiight，　high　concentratiQn 　of 　sulfate 　apPeared

in　the 　west 　part　of 　the 　Sagami　Bay 　and 　in　the 　border

of　Tokyo　MetropoHtan 　and 　Saitama　Prefectures．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received 　June　l　3，1983）
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